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イチゴの成り疲れを防ごう！

令和6年産米づくりに向けた水田管理

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　 高井 啓さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　三輪 俊貴さん

　イチゴ栽培では、厳寒期の成り疲れにより収量が大きく減少する
ことがあります。特に、本年のように1番花房と2番花房が連続する
年は注意が必要です。
1．成り疲れとは？
・イチゴの成り疲れは、厳寒期の着果過多が原因と言われており、1
番花房と2番花房が連続した場合や1～2月に曇雨天が続き日照
不足となると発生しやすいのですが、品種により発生のしやすさ
は異なります。
・イチゴでは、光合成産物のほとんどが果実に転流されるため、1
年のうちで最も日射量が少ない冬至前後に1番、2番の2つの果
房の果実を肥大させることは根を弱らせ、葉の生長を衰えさせ
ます。
2．成り疲れを防ぐには？
・光合成産物不足が原因のため、摘果や脇芽数の制限による着果
負担の軽減や炭酸ガス施用による光合成促進と電照や温度管理
などによる草勢の維持が対策となります。
3．具体的な対策
（1）摘蕾・摘果の徹底
・蕾→花→着果と生育が進むほど株への負担が大きくなるため、着
果負担が少ない蕾や花の状態で除去できると良いでしょう。
・1花房あたり10果を目標とします（写真）。2番以降は1株に脇芽

が複数発生することもありますが、芽数分の果房で合わせて10
～12果を基本とします（例：2番で2芽の場合、2芽分の合計の果
実で10～12果になるように摘蕾・摘果をします）。
（2）芽の整理
・芽の数だけ花房がでてくるため、芽数が増えると着果数が増えて
しまうので、株あたりの芽数は2芽以内とします。特に、横芽や泥
芽からは良い果実が得られないため優先的に除去しましょう。
（3）炭酸ガス施用による光合成の促進
・厳寒期でハウスの換気がしにくいと日中に炭酸ガス飢餓になりや
すいため、コストはかかりますが、炭酸ガス発生装置で400ppm
を下回らないように施用しましょう。

　今年の1～2月の平均気温は平年より高い見込みで、暖冬傾向が
予想されます。ジャンボタニシ対策を欠かさず、また安定した収量・
品質を確保するための土づくりなど、冬季の作業を確実に行いま
しょう。
1．土づくり
（1）稲わらのすき込み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　稲わらは、地力の維持・向上に必要な貴重な有機物です。できる
限り焼却などはせずに、稲刈り後すぐにすき込みます。やむを得ず、
稲わらを搬出する場合は、堆きゅう肥を投入し、地力の維持を図り
ましょう。
【堆きゅう肥の例】
・牛糞：1～2㌧/10㌃　・豚糞：0.5～1㌧/10㌃
（2）けい酸資材の投入　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　稲は「けい酸植物」とも言われ、多量のけい酸分を必要とします。
けい酸は葉や茎を強くし、倒伏軽減の効果などが期待できます。
　また、根張りが良くなり高温障害が軽減できるという報告もあり
ます。冬季の耕うん前にけい酸資材を散布し、稲わらと一緒にすき
込みましょう。

【けい酸資材の例】
・農力アップけい酸 Plus＋（リン酸4％、加里7％、けい酸23％）：
　60 ㌔/10 ㌃
2．冬季の耕うんとジャンボタニシ対策
　冬季の耕うんは、土壌中の有機物の分解を促し、地力の向上に繋
がる他、多年生雑草（クログワイ、オモダカ）の塊茎を枯死させるな
ど、雑草防除にも有効です。また、ジャンボタニシの越冬貝を駆除す
る効果もあります。
（1）冬季の耕うん
　地中に潜った貝を掘り起こすため、厳寒期（1～2月）に冬季の耕
うんを複数回実施し、貝を寒さに当て駆除しましょう。耕うん時は、
トラクターの走行速度を遅くし、ロータリーの回転を速く、浅く耕う
んするようにしましょう。ハローで作業するのも効果的です。
（2）水路の泥上げ
　用排水路の泥上げは、越冬貝を減ら
す効果が期待できます。貝を拾い集め、
ゴミ袋で廃棄したり（市町のゴミ出し
ルール参照）、貝をつぶすことで確実に
駆除するようにしましょう。特に、越冬
しやすい2～3㌢の貝は確実に駆除しま
しょう。

水稲

イチゴ

摘蕾・摘果のイメージ
（1果房当たり16果→
10果に調整します）

ジャンボタニシの成虫

摘蕾・摘果のイメージ
（第２着果節果梗1枝あたり5果→

3果に調整します）

家庭菜園
タマネギの追肥はいつ頃に行うと良いですか？また、マルチを敷いている場合はどのよう
にすれば良いですか？

Q A&
Q1

作物に適した土壌の酸度について教えてください。

土壌pHを知りたい場合は、土壌を採取し、営農経済センターまでお気軽にご相談ください。

Q2

タマネギの追肥時期は、品種によって異なります。

作物の多くは土壌の酸度に敏感に反応し、その好適酸度は品目によって異なります。
酸度が合わないと、生育不良を起こしやすくなるので、作物ごとの好適酸度を知ることが大切です。

追肥を3月以降に行うと、タマネギが急速に生長します。大きくなりすぎたタマネギは、しまりが無く腐りやすいため、暑
い時期を超えて貯蔵することが難しくなります。特に、中晩生品種は貯蔵する目的で栽培されることが多いので、追肥の
時期に注意します。
また、追肥の量は化成肥料（N：P：K=8：8：8）で50㌘/㎡程度を目安にします。
マルチを敷いている場合でも、マルチの上から同様に施肥します。雨で溶けて穴の中に肥料が流れ込みますので、マルチを
巻き上げて施肥する必要はありません。

作物を栽培していると、①作物が石灰成分を吸収する。 ②与える肥料に酸性のものが多い。
③降雨や潅水により石灰成分が流出する。などの影響により、土壌が酸性化します。
したがって、毎年2回ほど、作物の栽培が終わったら畑全面に消石灰や苦土石灰を散布し、土壌の酸性化を防ぐと良いで
しょう。生育が悪く、酸度が懸念される場合には、土壌酸度（pH）を測ることをおすすめします。

A1

A2

詳しくはこちらから！

①地表面を1㌢程度削り、その下の作土を10～20㌢程度、均等の厚さで採ります。
②畑の5カ所から500㌘ずつ採取して、よく混合し、約1週間しっかり乾燥させます。
③乾燥させた土は、細かく砕いた後、1~2㍉のふるいにかけます。
④ふるった土200㌘程度をジップ袋などに入れお持ちください。

土壌の
採取方法

品　種

土壌酸度（pH）

pHに対する反応 好適pH 主な作物

6.5~7.0 ホウレンソウ、アスパラガス
    エンドウ

サツマイモ、サトイモ、パセリー、ショウガ
ジャガイモ、ダイコン、カブ

キュウリ、メロン、スイカ
   トマト、ナス、トウモロコシ
   ニンジン、ゴボウ、タマネギ

キャベツ、カリフラワー、ブロッコリー
   レタス、セルリー、インゲン

6.0~6.5

5.5~6.0

酸性に弱い 
(石灰分を必要とする)

酸性にやや弱い
 (石灰分をやや必要とする)

酸性にやや強い 
(石灰分は必要に応じて散布する)

5 5.5 6 6.5 7 7.5 8 8.5
酸性 弱酸性 中性 アルカリ性弱アルカリ性

早生品種

中晩生品種

ソニックなど 12月中旬～1月上旬頃

1月下旬～2月上旬頃

2月上旬～2月中旬頃

2月中旬～2月下旬頃O・K黄、アンサー、
ターザン、もみじ3号など
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